
    環境施設学習見学会（エコツアー）を実施 
 

 

  

          

 

                                                                            

  
  

 

  

  

 

 

 

 

 

糞公害が発生！！ 

 

 

発行  

 令和 ２年 ３月１日 

 押部谷東ふれあいのまちづくり協議会 

 環 境 部 会 

動物好きの方がペットと暮らす・・・癒しや幸せを感じていらっしゃると

思います。ペットを飼っている方々の大半はマナー（散歩の際の糞の始末、

無駄吠えをさせない等）を守って下さっていますが先日、困ったことが起き

ました。犬？ネコ？の糞が道端に放置されたままになり、近隣の方がとても

不快な思いをされました。   

お互いがマナーを守り気持ちよく生活できるように清潔な町に保って 

いきましょう。 

昨年９月２１日（土）北区にあるキリンビアパークと めんたいパークに 39

名の参加を得て見学会を実施しました。キリンビール工場ではビオトープを観察

し自然環境保護等の意識を持ちました。ビール製造場所ではオートメーション化

され近代的な作業で次々と箱詰めされていく様に目を見張りました。製造工程の

説明のなかで、自然環境の保全を意識してリサイクルや省エネルギーの取り組み

についての学習をし、工場内ではホップと麦芽の味見をさせて頂きました。 

美味しいビールをつくるためには麦芽やホップ、水や酵母が重要で、そのため

には自然環境を守っていくことがとても大切であることを改めて感じました。 

最後に改良された「一番搾り」を試飲してきました。     

 



 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★マイバッグを持参する 

マイバッグの持参を習慣化して、レジ袋はなるべく断るようにしましょう。 

 

★洗剤など、つめかえ用を利用すると、ごみが減らせ、本体も再利用できます。 
 

★ペットボトルを保存容器として再利用 

ペットボトルは使用後にリサイクルできますが、もうひと工夫。米や豆などの保存
容器として使えば、虫も付かないし、そのまま冷蔵保存できるので重宝します。
パスタの保存容器として使えば、ボトルの口からちょうどひとり分が出てくるので、
計量の手間も省けます。 
  

★容器包装プラスチックは洗って出そう 

容器包装プラスチックは、上質のリサイクル原料になるので、必ず洗浄して出し

ましょう。 

水で軽く洗浄してきれいにならない容器は、無理して洗わずにもえるごみとして処理してください 

ペットボトルや缶をポイ捨て 

近年はいろいろな環境問題が取り沙汰されていますが、なかでも「海洋プラスチックごみ」は

深刻で日常の中でポイ捨てされたプラスチックごみ等は、川から海へと至り、プラスチックは自

然に分解されず、海中で細かく砕かれマイクロプラスチックとなり半永久的に溜まり続けます。

マイクロプラスチックの表面に付着した有害物質が食物連鎖で体内に取り込まれるため人体へ

の影響が心配されています。 

 

 雨や風により川から海に運ばれ

細かく砕かれて半永久的に海に

沈む 

海の小さな生物(プランクトン)

が有害物質も含んで栄養に

する 

海の中で大変なことが起きています！(>_<) 

食物連鎖で魚や海鳥がプラ

ンクトンを食べる 

私たちが食べ、有害物質が体内

に取り込まれ健康被害がおこる

可能性がある 

子や孫の世代へ大きな影響

を及ぼす危険がある 

出来るだけごみを出さず、限りある資源を大切に使うために、工夫できることを紹介します。 

海の中のプラスチックごみはどこから来るの？ 

わたしたちが使ったプラスチックのごみが海に流れ出ています。 


